
精密耐震診断報告書の解説

阪神 ・淡路大硬災 (平成 7年 1月 17日 発生)の 被雷

阪神 ・淡路大震災では古しヽ建築基準で建てられた

建物の倒壊等により多くの犠牲者がでました。

阪神 ・淡路大地震の主な被書状況

6,433人

104,906牟 東
(平成 15年 12月 25日 現在 消 防庁発表)

死者の 8書」強は
建物の倒壊棟が
原因て―した !

新潟県中越沖地震 (平成 19年 7月 16日 発生)
におしヽて、かろうじて倒壊をまぬがれた佳宅

B建 効倒壊等によるもの

B火 災等によるもの

0そ の他

かろうじて倒壊をまぬがれたこのような住宅であ

つても、住み続けるためには新築並みに高額な1多

繕費用がかかるケースがありますが、あらかじめ

耐震補3会工事を行えば、比較的安価に、効果的に

耐震性能を向上させることが日能です。

お届けしました精密診断報告書のうち、住宅の耐震性能を示す 「上書8構造評点」の計

算の仕組みや計算結果を中心に、報告書の見方につしヽて本資料により解説します。



<報 告書最終ページ>
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<報 告書第 1面 >

1.上 吉8構造の評価

2.所 見及び補3会方法等の提案

上部構造評点 ‐ 評 点 判 定

1.5以 上 倒壊しなしヽ

1.〇 以上～ 1.5未 満 一応倒壊 しない

0。 7以 上～ 1,① 未満 倒壊する司能性がある

O.7未 満 倒壊する可能性が高い
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各 項 目 ご と の 見 力 の 説 明

7.上 部構造評点<最 終ページ>

1.上 部構造の評価<報 告書第 1面 >

2.所 見及び補強力法等の提案<報 告書第 1面 >

※ 耐 震診断に使用したプログラムなどによつて報告書様式が異なる場合があります。

ご不明な点はあなたの住宅を診断した本造住宅耐震診断士におPED3し`合わせください。

■
強さ

P

あなたの住宅の階ごと、方向ごとの壁の強さ、柱などの接含部、基

礎の状態など、地震に対する抵抗力を示す値です。

<数 字が大きいほど地震に3会しヽ>

■
壁の配置

E

あなたの住宅の階ごと、方向ごとに耐震壁 (筋かいがある壁)な ど

のバランスを表す値です。バランスが悪しヽ建物は、地震の時にねじ

れてしましヽます。

<バ ランス良い 1.O →  バ ランス悪い O。3>

■
劣化度

D

あなたの住宅の屋根や外壁、内壁の劣化状態を表す値です。

<良 い (劣化していなしヽ)1.0 →  悪 しヽ (劣化してしヽる)O.7>

■

保有す

る耐カ

Pd

あなたの住宅の階ごと、方向ごとにE臣 ヨEか ら算出した、
地震に対する強さを示す値です。

<数 字が大きいほど地震に強しヽ>

E
必要耐カ

Qr

あなたの住宅が地震で倒壊しないために、階ごと、方向ごとに必要

な耐震性能を示す値です。

E
上言8構

造評点

Pd/Qr

階ごと、力向ごとの 「必要耐力 (Qr)」に対する 「保有する耐力 Pd」

の割合です。

あなたの住宅の耐震性能の評価です。

のうち評点の最も低しヽ値が、あなたの住宅の耐震性能の総合評

価です。1.O未 満の場合には倒壊の画能性があります。

■ 所見
あなたの住宅の耐震診断の結果や地震に対して弱い言8分とその原因

などにつしヽて記入されてしヽますと

E
補強方法

の提案

あなたの住宅を地震に対して強くするための、補強工事の提案と補

強工事の概算工事費につしヽて記入されてしヽます。

補強工事の方法は代表的な方法につしヽて記入されてしヽます。補強方

法の詳細などについては本造住宅耐震診断士にご相談くださしヽ。



耐 震 補 3会 工 事 の ポ イ ン ト

項   目 耐震性能を向上させる補B会工事など

壁の補強

壁に筋かしヽを入れたり構造用含板を張ると、地震に抵抗する力が

増して |■l「 B釜さ」の値が上がります。

壁をバランスよく補3会すると E  「 壁の配置」の値が上がり、

より効果的な補強となります。

基礎の補強
玉石基礎を鉄筋コンクリート基礎にしたり、ひび書」れた鉄筋コン

クリート基礎を補修すると 口|「 強さ」の値が上がります。

劣化度の改善
外壁や内壁や浴室の壁などを改修すれば E 「 劣化度」の値が
上がります。

屋根の軽量化
瓦などの思しヽ屋根の場合は、軽しヽ屋根に葺き替えて軽量化をする

と E  「 必要耐力」の値が下がり、耐震性が向上します。

補強工事を行うための助成制度のご案内
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絡与収入のみのカ その他のカ

収入金額‐11■442万 円1以下 所得金額Hl,200石 円以下
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